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【公開日】平成21年1月15日(2009.1.15)
【年通号数】公開・登録公報2009-002
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２３０Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月12日(2010.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字
画像に対応する文字コードを得る文字認識手段と、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
に対応する文字を描画する際に複数の異なる文字コードで共通利用させるための複数種類
の字形データと、前記文字コードの描画の際に使用する字形データの種類を示すデータと
を格納した電子文書を生成する生成手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記文書画像内の各文字画像についての文字の幅と文字行の高さとに基づいて、前記複
数種類の字形データの中から、使用する字形データの種類を選択する選択手段を更に有し
、
　前記電子文書に格納される、前記文字コードの描画の際に使用する字形データの種類を
示すデータは、前記文書画像内の各文字画像に対して前記選択手段で選択された字形デー
タの種類に基づいて記述されることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記文書画像内の各文字画像についての文字送り幅と文字行の高さとに基づいて、前記
複数種類の字形データの中から、使用する字形データの種類を選択する選択手段を更に有
し、
　前記電子文書に格納される、前記文字コードの描画の際に使用する字形データの種類を
示すデータは、前記文書画像内の各文字画像に対して前記選択手段で選択された字形デー
タの種類に基づいて記述されることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記複数種類の字形データは、幅の異なる複数種類の字形データであることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記字形データは、矩形または三角または丸または直線のいずれかの形状を有する字形
データ、あるいは空白の字形データであることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに
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記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記字形データは、文字行の下部に描画を行う字形データであることを特徴とする請求
項１乃至４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記生成手段は、文字間距離の平均値を更に格納させた前記電子文書を生成することを
特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記生成手段で生成された電子文書には、前記複数の文字コードに対応させた字形デー
タを、前記文書画像内の各文字画像に重なる位置に透明色で描画させるための記述が含ま
れることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記電子文書は、ＸＭＬフォーマットまたはＸＰＳフォーマットのいずれかで記述され
た電子文書であることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記画像処理装置は、前記文書画像を圧縮する圧縮手段を更に有し、
　前記電子文書に格納される文書画像は、前記圧縮手段で圧縮処理が施された文書画像で
あることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記圧縮手段は、前記文書画像内に含まれる領域を解析して適応的に圧縮することを特
徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記生成された電子文書に対して、入力されたキーワードで検索し、当該キーワードに
一致する部分を強調表示させる検索手段を、更に有することを特徴とする請求項１乃至１
１のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記検索手段は、前記キーワードに一致する部分の色を反転することにより強調表示さ
せることを特徴とする請求項１２に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　紙文書をスキャンして前記文書画像を生成するスキャナを更に有することを特徴とする
請求項１乃至１３のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　文字認識手段が、文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより
、それぞれの文字画像に対応する文字コードを得る文字認識ステップと、
　生成手段が、前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数
の文字コードに対応する文字を描画する際に複数の異なる文字コードで共通利用させるた
めの複数種類の字形データと、前記文字コードの描画の際に使用する字形データの種類を
示すデータとを格納した電子文書を生成する生成ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１６】
　コンピュータを、
　文書画像内の複数の文字画像に対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字
画像に対応する文字コードを得る文字認識手段、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
に対応する文字を描画する際に複数の異なる文字コードで共通利用させるための複数種類
の字形データと、前記文字コードの描画の際に使用する字形データの種類を示すデータを
格納した電子文書とを生成する生成手段、
として機能させるための、コンピュータプログラム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のコンピュータプログラムを記憶した、コンピュータ読取可能な記憶
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媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記課題を解決するために、本発明の画像処理装置は、文書画像内の複数の文字画像に
対して文字認識処理を行うことにより、それぞれの文字画像に対応する文字コードを得る
文字認識手段と、
　前記文書画像と、前記文字認識手段で得た複数の文字コードと、前記複数の文字コード
に対応する文字を描画する際に複数の異なる文字コードで共通利用させるための複数種類
の字形データと、前記文字コードの描画の際に使用する字形データの種類を示すデータと
を格納した電子文書を生成する生成手段と、を有する。
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